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I はじめに
現在、市町村においては、生涯学習センターを設立しようとする機運が高まっている。しか
し、問題解決技法を取り入れての、 生涯学習センター設立計画書の策定技術を持ち合わせてい
ないため、住民の要望を取り入れた、住民が満足する形での設立計画書を策定できない場合が
多々見受けられる。単に教室等のサークル活動場所を確保して、インストラクターに任せき り
にしているのが実状である。市町村が運営する生涯学習センターとは何のためにあるのかもあ
まり考えられずに、ただ職員の思いつきだけで運営されているのも散見される。ほとんどの生
涯学習センターは、住民の教養を高めるためのサークルが多く、近年の深刻な状況である就職
のためのリカレント学習や、資格取得学習等については、ほとんど考慮されていないのが現実
である。住民の要望を汲み上げない、職員の立場だけで考えた生涯学習センターは、住民にと
ってあまり利用価値のないセンターになってしまっのではないだろっか。更に、生涯学習セン
ター自体の運営にしても、市町村の予算頼みの運営が多く、独立採算で運営しているところは
ほとんど見受けられない。このような状況を鑑み、問題解決技法を取り入れての、生涯学習セ
ンター 設立計画書の策定に関する研究を行った。
Il 目的と課題
本研究の目的は、問題解決技法を取り入れての、生涯学習センター設立計画書の策定はどの
ようにすればよいかを明らかにして、市町村の職員の誰でもが生涯学習センター設立計画書の
策定ができるようにしようとするものである。 研究の課題としては、問題解決技法自体の説明
をした後、生涯学習センター設立計画書の策定はどのようにすればよいかを明らかにする。つ
まり、本研究では、問題解決技法に関するこれまでの研究状況も踏まえて、具体的に生涯学習
センター設立計画書の策定に関する手順を明らかにする。この手順さえ明らかになれば、市町
村の職員の誰でも、住民の要望を汲み上げた生涯学習センター設立計画書の策定ができるよう
になるからである。
キーワード ：生涯学習センタ一、問題解決技法、目的、課題、解決策
194 山本：市町村における生涯学習センター設立のための基本計画l書の策定手順
I 生涯学習センターの設立計画書の策定に関する研究成果
1 生涯学習センター設立の問題を解決するということはどういうことなのか
一般的に、問題解決の考え方については、図1で説明することができる。図lの 「問題点」
から点線が 「解決策jに向かっている。ここに「短絡的に考えてはいけない」と記述して×印
があるよう に、 問題から即解決しようとしてはいけない。問題を解決するには、まず［問題
点」から「原因」を追求する。次に、見つかった「原因」 を反転することによって 「解決策」
が見出されるのである。この図を見ても分かるように、「問題点」には「目的」から矢印が引か
れている。このように、「問題点J自体は独立しであるものではなく、「目的」と関連している
ことが解かる。よマて、問題を解決するということは、 まず「目的」を明らかにすることであ
るということが解かるであろう。
-Why 
目的と現状との差が問題
問題から問題点を発見する
-What 
問題から問題点を
追求する
解決策で課題が達成できるか
図1 生涯学習センター設立の問題解決の考え方
図1の右側にも示しであるょっに、基本的に生涯学習センター設立の問題解決の手順は、次
の3ステップから成っている。
第lステップ生涯学習センター設立の目的（Why）の設定
第2ステップ生涯学習センター設立の課題（What）の設定
第3ステップ生涯学習センター設立の解決策（How）の確定
第lステップでは、まず 「生涯学習センター設立の目的」を設定する。次に、第2ステップで
は、「目的」と現状との差である問題を把握した後、 その問題から「問題点」を発見する。そし
て、その 「問題点」を反転して 「生涯学習センター設立の課題」を設定する。最後に、第3ス
テップでは、「問題点」から「原因」の追求を繰り返し、本当の「原因」を見つけ出す。そし
て、見つかった「原因」を反転して「生涯学習センター設立の解決策Jを確定する。基本的に
はこの手順の通りであるが、これを基に研究した成果と して、次に示したような2段階の手順
を設定した。
195 
2 生涯学習センター設立の研究成果としての問題解決の手順
生涯学習センター設立の研究成果として、第I段階としての全体像の確定、第2段階と して
の問題解決の確定を行った。下記に、工程も含めたよ り詳しい2段階の手順を示す。
第l段階 生涯学習センター設立の全体像の確定
第I工程 目的（Why）の確定
第2工程対象範囲 （Where）の確定
第2段階生涯学習センター設立の問題解決の確定
第1工程課題（What）の確定
第2工程解決策（How）の確定
次からは、この2段階の手順について、順を追って説明することにする。
3 第1段階生涯学習センター設立の全体像の確定
最初に、第 l工程と して目的（Why）の確定をした後、次に、第 2工程として対象範囲
(Wher巴）を確定した。目的の確定をするには、現状を認識することが大事である。それは、
現状と 「目的」との差が問題なのだからである。つまり、現状が 「目的」に到達していないか
らこそ問題なのである。目的が解かれば、第2段階で必要となる問題は即解かることになる。
ということは、現状をず、っと 「目的」に向かつて遡っていけば、どこかに本当の目的があるこ
とになる。つま り、本当の目的が見つかった場合にのみ、問題が見つかるということが解かる
であろう。それでは、「目的jを見つけるための重要な要素としての現状とは何なのであろう
か。それは、現在困っていることについての要望であったり、このようにして欲しいという依
頼であったりするのである。この要望や依頼が、全体像の確定の出発点になる。そこで、市民
に対して生涯学習センター設立のためのアンケー ト調査をしたという前提を設定した。そのア
ンケート調査の結果から、市民からの要望を、市町村としての生涯学習センター設立の立場に
立って、ブレーンストーミングをしてまとめた結果と して、表lを作成した。この表lからも
わかるように、生涯学習センター設立の機能を確定することが出発点となる。
No ポ幾 tE ペ
1 高年者向けに、ゲートボールのサークルを作って運営する。
2 中年者向けに、ゴルフのサークルを作って運営する。
3 希望者向けに、絵手紙のサークルを作って運営する。
4 希望者向けに、合唱のサ クールを作って運営する。
5 親向けに、子育てのサークルを作って運営する。
表1 生涯学習センター設立の機能
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3. 1 第1工程 目的の確定
図2に、「本当の目的」を見つけるために機能を上方展開する手順を示した。表lの生涯学習
センター設立の機能を出発点にして、類似な機能をKJ法で分類した。その後、分類したその
機能は、より上方の機能である目的を見つけるようにした。最高位の目的まで展開できたら、
今度は逆に、目的が要望に合致しているかどうかということを考えて、下方に向かつて本当の
目的を確定した。最終的に、「本当の目的jは、 「市民の人々が健康を保持しようとするサーク
ルを作って運営する。」、「市民の人々が芸術感覚を保持しようとするサークルを作って運営す
る。」、「市民の人々が町を愛する気持を保持しよ うとするサークルを作って運営する。jの3つ
になった。
市民が心豊かな町になる。
市の財政が健全になる。
市が病院に支払う医療費を少
なくする。
最高位の目的
市が市民から受け取る税金を
多くする。
市民の人々が、病院に行く回
数を少なくする。
市民の人々 が、 市から出て行
くのを少なくする。
本当の目的
「一一一一一一一一
市民の人々が健康を保持し
ようとするサークルを作っ
て運営する。
KI法による分類
????
?
?
?
?、?
??????
?
? 。?
?
?
?
?
確定した機能
市民の人々が芸術感覚を保
持しようとするサークルを
作って運営する。
市民の人々が町を愛する気
持を保持しようとするサー
クルを作って運営する。
市民の人々が、文化を体験
するサ クールを作って運営
する。
市民の人 が々、 子育ての知
識 ・技術を習得するサーク
ルを作って運営する。
高年者向け 中年者向け 希望者向け 希望者向 け 親向けに、子
に、ゲートボ に、ゴルフの に、絵手紙の に、合唱のサ 育てのサ クー
ールのサーク サ クールを作 サークルをイ乍 ークルを｛乍っ ルを作って運
ルを作って運 って運営す って運営す て運営する。 営する。
営する。 る。 る。
図2 機能の上方展開
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3. 2 第2工程対象範囲の確定
第l工程で目的を確定したので、次に、その目的を達成するのには「本当の入力」をどこにすれ
ばよいのかを明確にする。その次に、その目的を達成するのには「本当の出力」をどこにすればよ
いのかを明確にする。最後に、「本当の入力」から「本当の出力」までの機能を分割して、分割した
後の連続した機能によ り、「本当の目的」が達成できるかどうか確認する。このことにより、対象
範囲が確定すると ともに、範囲内の機能も確定することになる。これらについて、図3に示した。
本当の目的
一ーー一一.. 
機能
本当の入力 本当の出力
???????? Output 
機能の分割
図3 全体像
「本当の入力Jを確定するためには、図4に示したように、入力の上方展開をする。より広い範
囲の入力を次々に考えてゆく。最後に、最高位の入力まで到達したら、今度は逆に、入力が「本当
の目的」に合致しているかどうかということを考えて、下方に向かつて「本当の入力jを確定す
る。市の生涯学習センターなので、最終的に、「本当の入力」は「小学生以上の全市民jになった。
入力
一一一一一．， 機能
出力
?????? Output 
市の広報誌を見て、サ
ークjレのことを知った
市民
サークルの入会者小学生以上の全市民
本当の入力 本当の目的に合致しているか
市のホームページを見
て、サークルのことを
長日った近隣市民
????????????
?」
? ???
?
?
?
?
?
??
、
?
?
図4 入力の上方展開
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次に、「本当の出力」を確定するためには、図5に示したように、出力の下方展開をする。機
能を達成した後の出力がどうなってゆくのだろうかを次々に考えてゆく。最後に、最低位の出
力まで到達したら、今度は逆に、出力が 「本当の目的」に合致しているかどうかということを
考えて、上方に向かつて「本当の出力」を確定する。生涯学習センターのサークルで終わらな
いで、自分たちのサークルを作って他のサークルとも楽しんで欲しいので、最終的に、「本当の
出力」は、 「他のサークルと一緒に、楽しんでいる市民」になった。
本当の目的
本当の入力
一一一一一・ー 機能
出力
Input Output 
本当の出力
サークル修了者 自分たちのサークルで、楽しんでいる市民
他のサークルと一緒
に、楽しんでいる市民
ヵ??
??
?
? ???
???
? ??
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
??、??
?? ?
?
?
?
「?
，
?
? ?
?
?
公式試合やコンサ トー
に出場した市民
公式試合やコンサート
に出場しようと学習し
ている市民
図5 出力の下方展開
最後に、「本当の入力」から「本当の出力」までの機能を分割するためには、図6に示したよ
うに、まず特定の通過点を見つける。特定の通過点により機能を分割して、2つの機能にす
る。次に、それぞれの機能について特定の通過点を見つけて、その機能を更に分割する。 図6
の例では4つの機能に分割している。図6の機能の分割方法に従って、実際に行った結果を図
7に示した。図7では、「本当の入力」である「小学生以上の全市民jから 「本当の出力jであ
る 「他のサークルと一緒に、楽しんでいる市民」 までの分割した機能を示している。 更に、分
割した機能である Iの出力、Eの入力と出力、 田の入力と出力、 Nの入力を求めた。まだ特定
の通過点を見つけて機能の分解をすることは出来るが、全体の把握という点から見ても、基本
的には、このように4分割位が良いよう に思われる。「本当の入力Jと 「本当の出力」で対象範
囲が確定すると ともに、 この機能の4分割で範囲内の機能も確定することになった。
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特定の通過点
特定の通過点． 
?
I 
特定の通過点
’ 
一ー一一・ー
機能の分割方法図6
本当の出力
小学生以上の全
市民
他のサークルと
一緒に、楽しん
でいる市民
サークルを終了
した市民
サ クールに入会
した市民
広報誌を見た市
民
本当の入力
町
?
I I 
I 広報誌を見て、サークルができることを知る。
I センターでサークル内容を聞いて、サークルに入会する。
I サ クールで学習して、知識、技術を覚える。
N 自分達のサークルを作り、他のサークルとも一緒に楽しむ。
機能の分割図7
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4 第2段階生涯学習センター設立の問題解決の確定
第2段階では、最初に、 第l工程として課題 （What）の確定を した後、次に、第2工程と
して解決策（How）を確定する。
4. 1 第1工程課題の確定
課題の確定について研究した結果、図8に示したような方法を発見した。これは、 分割した機
能それぞれに触媒（Catalyst）を付けてやることである。この触媒を付ける方法は、一般的に
も知られているが、この触媒が即課題になるということはまだ誰も発表していない。それぞれ
の機能が触媒により達成されることにより、最終的に目的が達成されることになる。
一一一．，
分割した機能
本当の入力 本当の出力
?? ?? ????????
課題
Catalyst 
図8 課題の確定方法
図8の課題の確定方法を使って、図7の生涯学習センター設立の分割した機能それぞれに触
媒を付けたものを、図9に示した。図9では、この触媒が即課題になっていることがわかる。
図9をよ く見ると、分割した機能としての、生涯学習センターのサークルに入会してサークル
活動をする市民が生涯学習者であり、触媒として生涯学習者を支援しているそれぞ、れの課題
が、生涯学習支援者であることが、視覚的によく わかる。生涯学習センターの職員が、どのよ
うに課題を達成しなければいけないかということがよ く理解できる。それぞれの機能が触媒に
より達成されることが確認できるので、 これにより、最終的に目的が達成されることが明確に
なった。更に、その触媒としての課題を特定の通過点によ り分割することを試みて、課題を3
分割したのを、 図10に示した。これにより、課題が時系列の流れの中でより具体的になったこ
とがわかる。このように、課題は図9のようにしておかないで、特定の通過点により複数の課
題に分割することが、より課題を具体的にして理解し易くする。まだ特定の通過点を見つけて
課題の分割をすることは出来るが、課題全体の把握という点から見ると、基本的には、この3
分割位が良いように思われる。課題を3分割することによって、課題として具体的に何をすれ
ば良いかがより明確になった。図10の課題の分割結果は時系列になっているので、生涯学習支
援者の教育等もどういう順番に行えばよいかが明確になり、準備作業等の計画も立て易くなる。
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本当の入力 本当の出力
小学生以上の全 ｜広報誌を見た市 サークルに入会
した市民
サークルを終了
した市民
他のサークルと
一緒に、楽しん
でいる市民
市民 ｜民
I 
I 
I 
N 
I 
原稿ができてい ｜生涯学習センタ｜市内の団体で教｜生涯学習センタ
ない広報誌 ーのことがわか ｜えているインス ーのことがわか
らない職員らない職員 ｜ トイラクター
機 J目＇5l，へ 課 題
広報誌を見て、サークルができることを 広報誌の原稿を作成して、市民に見ても
知る。 らう。
センターでサークル内容を聞いて、サー 市民に対応できるよ うに、職員に生涯学
クルに入会する。 習センターとサークルのことを教える。
サークルで学習して、知識、技術を覚え 市内の団体にいるインス トラクターを見
る。 つけて、サークルに教えに来てもらう。
自分達のサークルを作り、他のサークル 市民が相談できるよう に、職員に市内の
とも一緒に楽しむ。 サークルのこと を教える。
図9 課題の確定
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N-1 
I I 国 N 
広報誌を市民に配布 職員が、センターで インスト ラクター 職員が、市内にある
3 
して、見てもらう。 入会申し込み等に対 が、サークルで教え サークルについての
応する。 る。 市民の相談にのって
あげる。
広報誌を編集して印 職員が、サークルの インスト ラクター 職員が、市内にある
2 
刷する。 ことを学習する。 が、生涯学習センタ サークルのことを学
ーに登録する。 習する。
広報誌の原稿を作成 職員が、 センターの 職員が、インスト ラ 職員が、センターの
する。 ことを学習する。 クターを選抜する。 ことを学習する。
図10 課題の分割
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4.2 第2工程解決策の確定
解決策の確定とは、課題を達成する方法を確定することである。それには、 図11に示したよう
に、分割した課題のそれぞれに触媒を付けてやることで課題が達成できる、すなわち解決策が
明らかになる。ということは、課題に付ける触媒が解決策になるということである。分割した
課題に付けられた触媒としての解決策が達成されることで分割した課題が達成され、更に、そ
の課題が達成されることで、入力から出力までの分割した機能がそれぞれ達成されることにな
る。これによ り、最終的に目的が達成されることになるので、結局、この解決策により、目的
が達成されることになる。
目的
課題
図1 解決策の確定方法
図11で触媒としての解決策を示したが、この解決策を時系列の、流れに沿って3分割すること
により、解決策がより具体的になることが解かった。そこで、図11の解決策Iを3分割した研
究成果を、図12として示した。 同様に、解決策Eを3分割した研究成果を図13に、解決策Eを
3分割した研究成果を図14に、解決策Nを3分割した研究成果を図15に示した。
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1 2 3 
広報誌を町内会毎に区分け 広報誌を町内会の役員宅に 町内会の役員が、広報誌を
する。 送付する。 市民の郵便受けに入れる。
3 
広報誌用のすべての原稿を すべての原稿を、印刷業者 印刷業者から、製本した広
受け取る。 に渡す。 報誌を受け取る。
2 
生涯学習センターについて 生涯学習センターについて 生涯学習センターについて
の広報誌用の原稿を、どの の広報誌用の原稿を書く。 の広報誌用の原稿を、編集
1 
ようなものにするか検討す 者に渡す。
る。
図12 解決策の確定I
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I 
1 2 3 
入会申込書の作成等につい ワープロで入会申込書を作 作成した入会申込書を、受
て検討する。 成する。 ｛寸の職員に渡す。
3 
運営するサークルについて 運営するサークルについて 運営するサークルについて
調べる。 書いである書物を探してく 書いてある書物を、受付の
2 
る。 職員に渡す。
運営するセンターについて 運営するセンターについて 運営するセンターについて
調べる。 書いである書物やセンター 書いてある書物やセンター
1 
設立計画書を探してくる。 設立計画書を、受付の職員
に渡す。
図13 解決策の確定E
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皿
2 3 
サ クールで教えるのに必要 サークルで教えるのに必要 サークルで教えるのに必要
なものについて検討する。 なものを集める。 なものを、インス トラクタ
3 
ーに渡す。
インス トラクター登録票の ワープロでインス トラク タ 作成したインストラクター
作成等について検討する。 一登録票を作成する。 登録票を、職員に渡す。
2 
市内にいるインス トラクタ ワープロで市内にいるイン 作成したイ ンス トラクター
ーについて調べる。 ストラクタ一一覧表を作成 一覧表を、職員に渡す。
する。
図14 解決策の確定E
207 
N 
1 2 3 
市内にあるサークルについ ワープロで相談対応集を作 作成した相談対応集を、受
て、市民からどのよう な相 成する 付の職員に渡す。
3 
談があるか検討する。
市内にあるサークルについ ワープロでサークルー覧表 作成 したサーク ルー覧表
て調べる。 を作成する。 を、受付の職員に渡す。
2 
運営するセンターについて 運営するセンターについて 運営するセンター について
調べる。 書いである書物やセンター 書いである書物やセンター
設立計画書を探してくる。 設立計画書を、職員に渡
す。
図15 解決策の確定U
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U 考 察
本研究の目的として、問題解決技法を取り入れての、生涯学習センター設立計画書の策定は
どのようにすればよいかを明らかにして、市町村の職員の誰でもが生涯学習センター設立計画
書の策定ができるようにしようとするものであるとしたが、本研究での生涯学習センター設立
計画書の策定に閲する研究成果に記述した通り、その目的は達成したものと考えられる。特
に、第2段階の問題解決の確定における、第l工程の課題の確定については、入力から出力ま
での分割した機能それぞれに触媒を付けてやる方法は非常に理解し易いものである。この触媒
が即課題になるので、課題の確定は誰にでもできるであろう。同様に、第2工程の解決策の確
定についても、分割した課題それぞれに触媒を付けてやる方法は非常に理解し易いものであ
る。この触媒が即解決策になるので、解決策の確定も誰にでもできるようになるであろう。こ
の研究成果は、今まであまりシステムプランニング方法論に則った生涯学習センター設立計画
書の策定方法が無かったところに、誰にでも理解でき、即実践できる、新しい策定方法として
提供できたので、今後、市町村の職員の誰でもが生涯学習センター設立計画書の策定ができる
ようになったことは明らかである。
V おわりに
市町村の職員の誰でもが生涯学習センター設立計画書の策定ができるような、方法論と実践
としての例を提示できたが、市町村で実際に設立計画書の策定を行うには、そのための知識と
技術を習得してから、演習を行つ研修が必要であろっ。住民の要望を汲み上げた生涯学習セン
ター設立計画書の策定ができるようになるには、市町村の職員の誰もが生涯学習センターの設
立を、システムとして考えられるかにかかっている。生涯学習センター設立システムをプラン
ニングするのだという意識と意欲があるかどうかなのである。もしあれば、研修は決して難し
くはないであろう。市町村の生涯学習センターは、近年の深刻な状況である就職のためのリカ
レント学習や、資格取得学習等をすぐにでも実行すべき時期にきていると考えられる。住民の
生活向上に役に立つ生涯学習センターになるかどうかは、この方法論と実践例を活用するかど
うかにかかっているであろう。
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